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開拓者/沢田清兵衛(1764～ 1829)

清兵衛は現高岡市戸出光明寺の月干煎 (村長)を警
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み、しばしば京都へ行き漢籍も学びました。また、

算額・測量を現射水市の石黒信由に学び、現高岡市
とむら

窪尋程茂督寒吾蓼曇褒暮霰磐壕守宅「曽望ぁ森尋冨
尽くし、人々の敬慕を集めていました。

1789(天明9)年2月、庄川・千保川の大洪水で下

流―帯が被害に道い、皆が絶望するしかない惨状を

見た清兵衛は私財をなげうち復興に乗り出します。

被久地を歩いて回り、精密な地図を作り復興策を立

案。力[l賀藩にその策が評価され、1793(寛政5)年

2024年5月 号

に責任者に任命されま

した。毎日川原のか辱
で、自分で雇つた人夫

らと共に過ごし、復興

開墾に尽力しました。

清兵衛らの努力が実

り1801(享和元)年、砺

波郡射水郡の庄川流域、

20数 ケ村に2,100ヘ ク

タール余の美田が生まれました。その後も更に

3,100ヘクタール余を開き、大小120の用水路を

整備しました。こ解
3石弱を与えその功を賞し

ました。没後、郷民は清兵衛を川原神社に祀り

(現在は戸出光明寺の加茂神社境内)、 命日の

しだ!2♀醗二L達菖をi肇を滝と思羅室層承4且とき
れました。 (仁ヶ竹主幹)
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